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竹
下
大
蔵
大
臣
要
請

全
患
連
、
全
難
連
代
表
二
名
で

　

十
二
月
二
十
四
日
、
全
患
連
、
全

難
連
代
表
（
全
患
連
山
本
、
全
難
連

佐
藤
他
二
十
八
名
）
は
、
竹
下
大
蔵

大
臣
に
面
会
し
、
要
請
轡
を
手
渡
す

と
共
に
健
保
、
結
核
や
難
病
な
ど
の

公
費
医
療
改
悪
に
反
対
で
あ
る
こ
と

と
、
年
金
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
対
策
、

人
工
肛
門
対
策
、
難
病
対
策
の
改
善

と
予
算
化
を
強
く
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　

竹
下
大
蔵
大
臣
は
「
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
」
と
一
言
答
え
ま
し
た
。
写

真
は
大
臣
室
、
山
本
、
佐
藤
の
二
名

代
表
だ
け
評
可
さ
れ
た
。

曽
根
田
次
官
に
申
入
れ

全
患
連
、
全
難
連
、
保
健
婦
団
体
代
表

　

十
二
月
二
十
四
日
、
大
蔵
省
が
予

算
内
示
し
た
翌
々
日
の
朝
、
全
思
連
、

全
難
連
代
表
（
四
十
名
）
に
保
健
婦

団
体
代
表
も
加
っ
て
、
厚
生
省
曽
根

田
事
務
次
官
に
面
会
を
求
め
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

　

申
し
入
れ
た
内
容
は
、
①
健
保
と

年
金
改
正
を
申
入
れ

障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会

　

障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
代

表
（
吉
本
会
長
、
黒
岩
、
山
本
、
榎

本
、
小
林
）
は
、
十
二
月
二
十
一
日

厚
生
大
臣
（
秘
書
官
）
に
面
会
を
も

と
め
、
要
請
會
を
手
交
し
、
一
つ
一

つ
説
明
し
な
が
ら
、
十
五
項
目
（
既

報
）
に
わ
た
る
五
十
五
年
度
予
算
化

公
費
医
療
改
悪
反
対
、
②
救
急
医
療

　

・

改
善
、
③
差
額
徴
収
解
消
、
④
人
工

Ｉ
Ｊ
・
ユ
ー
ぐ
Ｊ
一
ｉ
ｌ
刈
９
ｊ
ｇ
ｙ
ｙ
’
一

　

～
況
ｙ

肛
門
器
只
の
保
険
訥
担
化
ヽ
⑤
年
金

　

よ
Ｉ

改
善
な
ど
二
十
項
目
、
な
お
各
団
体

も
各
々
要
謂
沓
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

写
真
、
中
央
横
む
き
が
曽
根
田
事

務
次
官
、
右
側
中
央
で
要
請
す
る
の

が
長
全
魯
堤
代
表
幹
事
。

と
改
正
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
代
表
は
、
年
金
局
長
、
年

金
企
画
課
長
、
年
金
課
長
な
ら
び
に

大
蔵
省
の
大
蔵
大
臣
、
主
計
局
長
、

主
計
局
次
長
、
年
金
担
当
主
査
に
も

要
請
し
ま
し
た
。
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野
呂
厚
生
大
臣
交
渉

全
患
連
、
全
難
連
の
両
代
表

　

十
二
月
二
十
五
日
、
全
息
連
、
全

難
連
代
表
は
厚
生
大
臣
宕
を
訪
問
、

野
呂
厚
生
大
臣
に
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

　

両
代
表
は
、
要
請
香
を
手
渡
し
な

が
ら
、
①
健
保
、
公
費
医
療
改
悪
反

対
、
②
難
病
対
策
強
化
、
③
救
急
医

綬
改
善
、
保
健
婦
予
算
削
減
反
対
、

④
差
額
徴
収
廃
止
、
⑤
ハ
ン
セ
ン
氏

病
医
療
改
善
、
⑥
人
工
Ｕ
門
Ｉ
の
器

具
代
保
険
負
担
、
こ
薬
害
救
済
早
期

実
施
、
⑧
年
金
改
善
な
ど
二
十
項
目

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

大
臣
は
「
今
日
の
要
請
一
つ
の
山

選
択
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
福
祉
前
進

す
る
の
み
だ
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

健
保
、
公
費
改
悪
反
対

全
患
連
大
会
決
議
を
大
蔵
に
申
し
入
れ

　

十
二
月
十
日
、
全
思
連
代
表
山
本

事
務
局
長
、
前
田
幹
事
、
石
綿
幹
事
、

岡
田
互
原
会
副
会
長
は
、
大
蔵
省
主

計
局
・
斉
藤
主
査
を
た
す
ね
五
十
五

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
全
患
連

第
五
回
大
会
の
特
別
決
議
を
も
っ
て

申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

申
入
れ
は
、
①
健
保
改
悪
反
対
、

予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
を
保
険
で
、
②
結

核
、
老
人
等
公
費
改
悪
反
対
で
す
。

　

斉
藤
主
査
は
「
薬
づ
け
医
療
を
正

す
た
め
に
患
者
負
担
を
つ
け
て
健
保

改
正
し
た
い
。
結
核
公
費
改
正
は
実

害
は
出
さ
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

年
金
改
正
で
大
蔵
に

障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会

　

十
二
月
二
十
一
日
、
障
害
年
金
改

正
を
す
す
め
る
会
（
吉
奎
Ｅ
長
、
黒

岩
副
会
長
、
山
本
事
務
局
長
、
榎
本

幹
事
）
は
、
大
蔵
省
主
計
局
杉
井
主

査
を
た
す
ね
、
五
十
五
年
度
予
算
案

に
障
害
年
金
等
の
改
正
を
も
り
込
む

よ
う
甲
し
入
れ
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
内
容
は
、
①
福
祉
年
金

三
万
円
以
上
に
、
②
二
十
歳
前
障
害

者
に
年
金
を
、
③
福
祉
年
金
の
所
得

制
限
扶
養
分
の
撤
廃
、
④
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
等
の
障
害
者
に
年
金
を
、

⑤
事
後
重
症
延
長
、
国
年
二
級
新
設

な
ど
十
五
項
目
で
す
。



（４）ｏ年２月１日９８療医とやんカ’

(第三種郵便物認可)第５２号

結
核
、
難
病
公
費
改
悪
に
歯
止

　
　
　
　
　
　

全
患
連
五
十
五
年
度
予
算
編
成
で
連
日
行
動

　

老
人
医
療
有
料
化
、
結
核
公
費
医
療
費
全
額
削
減
、
難
病
公
費
医
療
に
所
得
制
限
を
つ
け
る
な
べ
政
府
の

五
十
五
年
度
予
算
編
成
案
に
対
し
、
全
患
連
は
全
難
連
と
共
同
し
反
対
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

結
核
、
難
病
の
公
費
改
悪
を
中
止
さ
せ
ま
し
た
。
レ
Ｐ
蔽
府
は
五
十
六
年
度
に
も
実
施
し
た
い
と
し
て
い
る

し
、
健
保
、
年
金
改
悪
を
も
り
込
ん
だ
五
十
五
年
度
政
府
予
算
案
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

五
十
五
年
度
厘
生
省
予
鼻
案

　

健
康
保
険
の
改
悪

医
療
給
付
は
本
人
1
0
割
・
家
族
Ｚ
割

　

給
付
を
両
方
共
８
　
３
割
に
す
る
。

　
　

初
診
負
担
六
百
円
を
千
円
に
、

　

入
院
負
担
一
日
二
百
円
を
千
円
に

　

増
額
し
、
薬
代
5
0
％
患
者
負
担
に

高
額
療
養
費
患
者
負
担
額
、
月
三
万

　

九
千
円
を
二
万
円
、
低
所
得
は
一

　

万
円
に
す
る

保
険
料
の
増
額
は
、
千
分
の
八
十
を

　

覚
与
を
加
乙
１
　
分
の
七
十
に

　

年
金
の
改
悪

老
齢
年
金
の
支
給
開
略
年
齢
の
引
上

　

け
蜃
す
る
。
保
険
料
大
幅
増
額

障
｀
保
金
厚
生
年
金
の
最
低
保
障

　

額
三
万
九
、
八
三
三
円
を
四
万
一
、

　

八
〇
〇
円
に
す
る
。
国
民
年
金
の

　

負
担
総
額
五
〇
六
億
八
千
万
円
に

　

一
級
四
万
九
、
七
九
二
円
を
五
万

　

ハ
ン
セ
ン
氏
病

　

二
、
二
五
〇
円
に
、
二
級
三
万
九
、
医
療
費
成
人
病
三
百
六
十
万
、
大

　

八
三
三
円
を
四
万
一
、
八
〇
〇
円

　

院
悪
駅
右
百
万
、
薬
剤
四
億
四

　

に
す
る

　
　
　
　
　
　
　

千
万
円
に
増
額

障
｀
福
祉
年
金
一
級
三
万
円
を
三
医
摩
内
容
器
機
整
備
二
億
四
百
万

　

万
二
、
三
〇
〇
円
に
、
二
級
二
万
増
員
看
護
婦
四
五
名
増
員

　

円
を
二
万
一
、
五
〇
〇
円
に
す
る
施
設
整
備
三
十
八
億
五
千
万
円

所
得
制
限
八
月
か
ら
本
人
二
百
八

　

循
環
器
疾
患
（
心
臓
病
等
）

　

万
円
を
二
百
十
六
万
四
千
円
に
、
予
防
費
五
億
六
千
万
円

　

扶
養
六
人
世
帯
の
八
百
七
十
六
万
基
礎
調
査
一
千
百
万
円
で
百
地
区

　

円
を
据
置
く

　
　
　
　
　
　

腎
不
全

　

結
核
公
費
医
療
の
改
悪
阻
止

　
　

移
植
施
設
二
ヵ
所
ふ
や
す
、
移
植

命
令
入
所
件
数
二
五
、
二
五
二
件

　

腎
確
保
四
百
万
円
に

　

で
一
件
単
価
年
額
二
三
九
万
円

　

透
析
医
療
費
四
十
億
三
千
万
円

適
正
医
療
一
三
七
、
六
六
五
件
で
＝
・
難
病
公
費
改
悪
一
年
中
止

　

単
価
六
七
、
五
八
四
円
で
、
公
費
治
療
研
究
費
二
十
三
億
八
千
万
円

公
費
改
悪
の
大
蔵
省
案

　

大
蔵
省
は
、
十
二
月
一
日
、
各
省

庁
に
対
し
来
年
度
予
算
編
成
方
針
と

し
て
、
次
の
よ
う
弓
総
ナ
デ
斬
り
”

を
伝
え
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　

厚
生
省
に
は
、
①
生
活
保
護
基
準

の
改
定
方
式
、
②
児
童
手
当
の
存
廃

③
結
核
医
療
の
保
険
切
吋
拵
え
、
④

保
健
所
補
助
金
の
地
方
税
回
し
、
⑤

年
金
の
財
政
再
計
算
（
改
正
）
の
再

検
討
、
福
祉
年
金
に
拠
出
制
度
の
創

設
、
⑧
老
人
医
療
費
の
全
医
療
保
険

に
よ
る
七
〇
％
財
政
調
整
、
受
益
者

一
部
負
担
の
導
入
、
⑨
原
爆
手
当
、

⑩
福
祉
施
設
に
特
別
会
計
制
導
入
、

⑩
お
知
ら
せ
行
務
、
⑩
健
康
保
険
、

⑩
そ
の
他
な
ど
。

　

障
害
者
の
権
利
言
言

　

一
九
七
五
年
（
十
二
月
）
の
国
連

総
会
は
、
国
際
連
合
憲
章
の
か
と
に

お
い
て
、
一
層
高
い
生
活
水
準
、
完

全
雇
用
及
び
経
済
的
、
社
会
的
進
歩

及
び
発
展
の
条
件
を
促
進
す
る
た
め

こ
の
機
構
と
協
力
し
て
共
同
及
び
個

別
の
行
動
を
と
苓
こ
の
加
盟
国
の
誓

約
に
留
意
し
、
こ
の
憲
章
で
宣
言
さ

れ
た
人
権
と
基
本
的
自
由
並
び
に
平

和
、
人
間
の
尊
重
と
価
値
及
び
社
会

的
正
義
の
諸
原
則
に
対
す
る
信
念
を

再
確
認
し
、
世
界
人
権
宣
言
の
諸
原

則
、
国
際
人
権
規
約
、
児
童
権
利
宣

言
、
精
神
薄
弱
者
の
権
利
宣
言
並
び

に
国
際
労
働
機
構
、
国
連
教
育
科
学

文
化
機
構
、
世
界
保
健
機
構
、
国
連

児
童
基
金
及
び
そ
の
他
の
関
係
機
関

の
憲
章
、
条
約
、
ｍ
ｍ
及
ひ
決
議
に

お
い
て
、
す
で
に
設
定
さ
れ
た
社
会

の
進
歩
を
目
的
と
し
た
基
準
を
想
定

し
、
障
害
の
予
防
及
び
障
害
者
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
一

九
七
五
年
五
月
六
日
の
経
済
社
会
理

事
会
の
決
議
第
一
九
二
二
Ｌ
Ｖ
Ｉ
）

を
も
、
ま
た
想
起
し
、
社
会
の
進
歩

と
発
展
に
関
す
る
宣
言
が
心
身
障
害

者
の
権
利
を
保
護
し
、
か
っ
そ
れ
ら

の
福
祉
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ツ
ノ

を
確
保
す
る
要
求
黎
高
言
し
た
こ

と
を
強
調
し
、
心
身
の
障
害
を
防
止

し
、
障
害
者
が
で
き
る
限
り
多
様
な

活
動
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
能
力
を

発
揮
し
得
る
よ
う
援
助
し
、
か
つ
可

能
な
限
哨
通
常
の
生
活
に
か
れ
ら
を

受
入
れ
る
こ
と
を
促
進
す
る
必
要
性

に
留
意
し
、
若
干
の
国
に
お
い
て
は
、

そ
の
現
在
の
発
展
段
階
に
お
い
て

は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
限
ら
れ
た

努
力
し
か
払
え
得
な
い
こ
と
を
認
識

し
、
こ
の
障
害
者
の
権
利
を
宣
言
し
、

か
つ
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
保
護
の
だ

国際障害者年
1975年12月国連総会決議

め
の
共
通
の
基
礎
及
び
指
針
と
し
て

使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め

の
国
内
的
及
び
国
際
的
行
動
を
要
請

す
る
。

　

一
、
「
障
害
者
」
と
い
亘
一
篇
は

先
天
的
か
否
か
に
拘
ら
ず
、
身
体
的

能
力
又
は
精
神
的
能
力
の
不
足
の
た

め
に
、
通
常
の
個
人
生
活
又
は
社
会

生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
、
一

人
で
は
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
画
た

す
こ
と
の
で
き
な
い
人
を
意
味
す

る
。

　

二
、
障
害
者
は
こ
の
宣
言
で
唱
え

ら
れ
た
す
べ
て
の
権
利
奎
号
受
す
る

も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
権
利
は
、

い
か
な
る
例
外
も
な
し
に
、
さ
ら
に

人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
格
、
言
語
、

宗
教
、
政
治
的
あ
る
い
は
、
そ
の
他

の
意
見
、
国
あ
る
い
は
社
会
的
な
身

分
、
貧
富
、
出
生
、
又
は
、
障
｀
暑

自
身
や
家
族
が
持
つ
そ
の
他
の
い
か

な
る
状
況
に
よ
る
区
別
も
差
別
も
な

し
に
す
べ
て
の
障
害
者
に
与
え
ら
れ

る
。

　

三
、
障
害
者
は
、
そ
の
人
間
と
し

て
の
尊
重
さ
れ
る
権
利
を
生
れ
な
か

ら
に
有
す
る
。
障
害
者
は
、
そ
の
障

害
の
原
因
、
性
質
、
程
度
の
い
か
ん

を
問
わ
ず
、
同
年
齢
の
市
民
と
同
一

の
基
本
的
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
先
ず
第
一
に
、
で
き
る
か
ぎ

り
通
常
か
つ
十
分
に
相
応
な
生
活
を

亨
受
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

四
、
障
害
者
は
、
他
の
人
々
と
同

一
の
市
民
と
し
て
の
権
利
及
び
政
治

的
諸
権
利
を
有
す
る
。
精
神
薄
弱
者

の
権
利
宣
言
第
七
条
は
、
精
神
障
害

者
の
諸
権
利
上
あ
吋
得
る
い
か
な
る

制
限
又
は
抑
制
に
も
適
用
さ
れ
る
。
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難
病
公
費
医
療
の
改
悪
勧
告

行
管
庁
公
費
医
療
の
見
直
し
調
査
も
と
に

　

一
月
十
九
日
、
行
政
管
理
庁
は
。

　

「
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
行
政
監

察
の
結
果
」
に
よ
る
整
晏
ま
と
め

る
と
共
に
、
厚
生
省
関
係
局
に
つ
ぎ

の
よ
ラ
な
璽
晏
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
政
管
察
（
調
査
）
は
、
昨

年
四
月
よ
り
七
月
（
既
報
の
と
お
り
）

に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
二
十
二
の
公
費
負

担
医
療
で
あ
る
結
核
、
老
人
医
療
、

難
病
特
定
医
療
な
ど
全
面
的
な
も
の

で
、
厚
生
省
及
び
三
十
二
都
道
府
県

と
百
十
池
巾
町
村
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
、
三
十
二
都
道
府
県

国
保
組
合
、
七
十
健
保
組
合
、
九
十

三
医
療
機
関
と
関
係
団
体
を
対
象
に

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
報
告
と
勣
に
の
「
前
書
き
」

で
は
、
公
費
負
担
医
療
の
全
は
見
直

し
の
声
‐
聞
か
れ
て
お
り
、
制
度
全

般
の
再
検
討
、
運
営
の
適
正
化
と
効

率
化
、
老
人
医
療
無
料
化
に
伴
う
受

診
行
動
の
実
琴
’
」
影
響
等
を
は
あ
く

し
た
。
な
お
、
厚
生
省
は
、
公
費
負

担
医
療
の
守
備
範
囲
の
明
確
化
、
福

祉
的
公
費
医
療
は
医
療
保
険
や
各
施

策
と
の
調
整
を
強
力
に
推
進
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
と
塑
に
は
、
一
、
公
費

負
担
事
業
の
体
系
の
見
直
り
（
①
結

核
医
療
等
の
再
検
討
、
②
公
費
優
先

事
業
の
再
検
討
、
③
所
得
制
限
の
実

施
と
そ
の
基
準
の
整
序
）
、
二
、
事

務
運
営
の
適
正
化
及
び
効
率
化
（
①

適
用
審
査
事
務
、
②
所
得
審
査
事
務
、

③
公
費
の
審
査
支
払
及
び
過
誤
調

整
）
、
三
、
老
人
医
療
費
無
料
化
の

実
態
（
提
言
）
（
①
老
人
医
療
費
の

増
加
傾
向
、
②
受
診
増
加
傾
向
及
び

そ
の
医
療
内
容
、
③
国
保
に
お
け
る

老
人
医
療
費
等
）
…
…
と
な
っ
て
い

ま
す
。

難
病
患
者
に
所
得
制
限

　

行
管
庁
の
禦
易
中
に
は
、
公
費

負
担
医
療
制
度
に
お
け
る
「
所
得
に

よ
る
受
給
制
限
又
は
思
者
か
ら
費
用

を
徴
収
し
て
い
な
い
も
の
の
「
見
直

し
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
塑
に
「
所
得
制
限
の
実
施
及

び
そ
の
基
準
の
整
序
」
を
要
約
す
る

と
、
結
核
適
正
医
療
、
精
神
通
院
医

療
、
特
定
疾
患
（
難
病
）
治
療
研
究

小
児
慢
性
特
定
（
難
病
）
治
療
研
究

の
四
種
類
が
、
所
得
制
限
又
は
費
用

徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
特
定
疾
患
（
大
人
と
子
巴

の
公
費
負
担
事
業
は
「
治
療
研
究
の

特
殊
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
他
の
普
及

昌
倒
や
福
祉
的
公
費
負
担
事
業
に

近
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
。

　

「
費
用
徴
収
等
を
創
設
し
、
公
費
受

給
者
の
負
担
の
衡
平
性
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
苫
勧
告
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
①
医
療
機
関
の
選

定
と
研
究
班
員
と
の
関
係
不
備
、
②

治
寮
研
究
成
果
の
測
定
、
票
励
は

ほ
と
ん
ど
な
い
、
③
健
保
本
人
、
生

活
保
護
、
老
人
医
療
受
給
者
は
特
定

疾
思
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
、
④
公

費
受
給
者
の
中
に
中
高
額
所
得
者
世

帯
が
い
る
…
…
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
所
得
税
額
に
よ
る
患
者

一
部
負
担
金
の
徴
収
額
を
試
算
（
昭

和
五
二
年
）
し
（
下
表
）
、
患
者
一

部
負
担
金
制
度
を
昭
和
五
十
五
年
中

止
し
、
五
十
六
年
か
ら
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

W ■ ㎜ 「

特定疾患事業受給世帯の所得税額と自己負担額試算表（昭和52年）

事

例

入通院

'区分

公費負担

額　Ａ
課税標準額

推　定

所得税額

更生医療の支払命令額Ａに対応する更生医

療の場合の自己負担額
備　考

階層区分 徴収基準額

１ 入院 　　　円39,000　　伺280,000　　　円27,900
Ｄ　５

　　円6,500 　　　円 6,500

２ 通院 195 2,023,998 251,600 Ｄ１１ 22,800 97・好ｓ

３ 2,541 1,100,000 120,000 Ｄ　８ 17,700 1,270

４ 6,999 20,191,904 7,269,500 Ｄ１４ 全額 6,999

５ 10,077 1,108,600 120,600 Ｄ　９ 14,400 5,038 皿佃
６ 3,774 1,026,000 111,000 Ｄ　８ 11,700 1,887

７ 1,986 1,250,000 139,000 Ｄ　９ 14,400 993

８ 3,639 1,894,000 230,400 Ｄ１１ 22,800 1,819

９ 2.688 4,068,580 646,300 Ｄ１３ 33,200 1,344

10 入院 39,000 1,215,000 134,100 Ｄ　９ 14,400 14,400

１１通院 13,320 763,200 79,200 Ｄ　７ 9,800 4,900 皿徊
12 2,529 1,254,100 139,000 Ｄ　９ 14,400 1,264
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年
金
税
徴
収
ね
ら
う

厚
生
省

　

保
険
料
と
別
に
一
一
〇
円
づ
つ

　

厚
生
省
年
金
局
は
、
五
年
年
金
及

び
福
祉
年
金
の
増
額
財
源
と
し
て
約

五
〇
〇
倫
円
余
の
念
出
を
せ
ま
ら

れ
、
「
年
金
加
入
者
持
寄
り
案
」
な

る
も
の
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

こ
の
案
に
は
、
国
民
各
層
か
ら
反

対
の
声
が
高
ま
り
、
五
十
五
年
に
制

度
改
正
、
新
設
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

福
祉
年
金
は
そ
も
そ
も
、
無
拠
出

の
制
度
で
国
の
予
算
に
よ
っ
て
支
給

す
る
年
金
で
す
。
そ
れ
を
異
質
な
国

民
負
担
に
し
よ
う
と
と
い
う
改
悪
も

の
で
す
。

　

そ
の
案
は
、
「
経
過
的
年
金
の
引

上
げ
財
源
の
各
公
的
年
金
制
度
加
入

者
持
寄
り
案
」
と
い
い
、
厚
生
年
金

船
員
保
険
、
共
済
組
合
、
国
民
年
金

加
入
の
被
保
険
者
一
人
当
り
一
一
〇

円
（
国
民
年
金
は
五
五
円
）
を
保
険

料
と
別
に
微
収
す
る
と
い
ろ
£
）
の
で

す
。

年
金
改
正
の
た
め
の

国
会
請
願
署
名
募
金
集
め
に

ご
協
力
の
お
ね
が
い

　

障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会

（
五
十
四
団
体
）
は
、
五
月
迄
聞
か

れ
る
国
会
に
む
け
て
、
全
国
い
っ
せ

い
に
請
願
署
名
、
募
金
集
め
を
行
い
、

署
名
三
十
万
名
、
募
金
二
〇
〇
万
円

の
目
標
で
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
署
名
は
当
面
改
正
の
要
求
を

実
現
す
る
目
的
の
も
の
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
に
、
署
名
、
募
金

運
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
一
人
で
も
二
人
で
も
ふ
や
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
ろ
お
願
い
し
ま

す
。
連
絡
次
第
で
用
紙
送
り
ま
す
。

　

な
お
、
署
名
、
募
金
は
「
〒
一
八

燧且

岫言

お芸

　

おＨＵ

に誕

りｰす|

下
さ
い
。

　

十
一
月

　

▲
三
十
日
厚
生
省
健
保
改

正
案
の
提
出
を
自
民
に
強
く
要

請
、
再
提
出
に
も
ち
込
ん
だ
。

　

▲
二
十
日
三
和
銀
行
医
療

産
業
の
問
題
点
ま
と
め
を
発
表
、

八
〇
年
代
は
競
令
激
化
と
い
っ
て

い
る
。

　

▲
二
十
二
日
野
呂
厚
生
大
臣
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厚
生
省
に
は
「
カ
ラ
会
議
」
な
し

と
記
者
発
表

　

▲
二
十
六
日
政
府
の
各
省
庁

官
房
長
等
会
議
省
庁
間
な
ど
の

接
待
で
綱
紀
粛
正
を
申
し
合
せ
た

　

▲
二
十
六
日
行
管
庁
船
員

保
険
の
雇
用
対
策
で
報
告

　

▲
二
十
七
日
町
村
会
国
保

と
老
人
医
療
で
報
告
、
老
人
医
療

の
七
割
が
国
保
と
発
表

　
　
　

一

　

▲
三
十
目
自
治
病
協
へ
き
Ｉ

地
へ
の
医
師
紹
介
事
業
の
発
足
を

し
た
。

　

十
二
月

　

▲
四
日
衆
院
社
労
委
医
療

保
険
制
度
に
関
す
る
小
委
員
会

　

♀
九
名
）
を
設
置
、
委
員
長
、

葉
梨
信
行
を
き
め
た
。

の老

　

か
Hかい

　

｀料財で保
髭奥Ｈ

リ卵酒

を
報
告
、
財
政
審
が
了
承
。

　

▲
十
一
日
第
九
十
回
臨
時
国

会
健
保
改
正
案
を
継
続
審
議
に

Ｈ袖
内

申

共済

　

▲
十
三
日
総
評
弁
護
団
と
自

由
法
曹
団
労
災
保
険
改
正
で
基

本
懇
に
意
見
書
を
提
出
。

　

▲
十
三
日
労
働
者
労
災
保

険
審
に
労
災
保
険
改
正
で
諮
問
。

　

▲
十
三
日
国
病
、
国
療
懇
定

員
削
減
で
反
対
意
見
を
厚
生
大
臣

に
提
出
。

　

▲
保
険
庁
国
年
特
例
納
付
の

実
施
状
況
を
ま
と
め
発
表
し
た
。
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全
国
患
者
家
族
集
会
開
催
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ピ
ー
ル

　

ー

　

第
九
回
地
域
難
病
連
全
国
交
流
会
が
、
二
月
十
日
、
神
戸
市
須
磨
の
兵

庫
イ
ン
タ
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
、
「
難
病
と
東
洋
医
学
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
る
こ
芙
に
、
討
論
テ
ー
マ
と
し
て
「
友
車
代
に
お
け
る
雖
病
運
動
の

ア
ピ
ー
ル
（
要
旨
）

　

最
近
の
地
域
難
連
、
難
病
患
者
と

そ
の
家
族
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
格
段

と
き
び
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
低
成
長
下
「
未
曽
有
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
」
と
い
わ
ゆ
る

　

「
国
家
財
政
の
再
建
、
合
理
化
」
を

国
民
と
患
者
、
医
療
と
福
祉
の
大
ギ

セ
イ
の
上
に
の
り
き
る
構
え
で
あ

る
。

兵
庫
・
大
阪
・
京
都
難
病
連

総
括
と
八
〇
年
代
に
む
け
て
の
展
望
」
が
討
議
さ
れ
幸
こ
め
ら
れ
る
予
定

で
す
。
す
で
に
、
十
二
月
士
〈
日
に
只
庫
、
大
阪
、
京
都
各
難
病
連
は
、
地

域
難
病
連
第
九
回
全
国
交
流
会
の
成
功
と
第
二
回
全
国
思
者
・
家
族
！
＝

開
催
の
ア
ピ
ー
ル
遥
発
表
し
ま
し
飛

　

五
十
五
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
、
財
政
審
議
会
は
、
社
会
保
障
予

算
に
大
ナ
タ
を
ふ
る
う
意
見
を
出
し

た
。
そ
れ
は
、
老
人
医
療
有
料
化
、

児
童
手
当
廃
止
、
結
核
医
療
改
悪
で

あ
る
。
更
に
健
康
保
険
改
悪
と
公
共

料
金
の
値
上
げ
等
々
で
あ
る
。

　

か
っ
て
本
交
流
会
は
、
第
一
次
石

油
危
機
後
の
低
成
長
へ
の
始
ま
り

誌
代
送
金
の
お
願
い

　

本
誌
ご
購
読
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
実
は
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
妁
爾
読
者
は
相
当
ふ

一
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
事
務
局

一
が
手
薄
の
た
め
、
購
読
料
の
請
求

一
が
出
来
な
い
で
い
ま
す
。
申
訳
な

…
を
４
ね
ｌ
ｖ
て
Ｉ
Ｑ
ま
Ｉ
味
訃
た
ま
す
。
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い
と
思
い
ま
す
が
、
決
算
を
ひ
か

え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
送
金
下
さ

る
よ
ろ
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
送
金
の
節
は
「
郵
便
振
替
東

京
一
丁
四
一
五
二
」
で
お
願
い
し

ま
す
。

「
福
祉
後
退
」
が
開
始
さ
れ
た
直
後

一
九
七
六
年
夏
の
京
都
で
の
交
流
の

あ
と
、
全
難
病
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を

発
表
し
、
そ
れ
が
、
一
九
七
八
年
の

あ
の
医
療
運
動
史
上
画
期
的
な
「
全

国
思
者
、
家
族
集
会
」
の
成
功
の
き

っ
か
け
こ
な
っ
た
。

　

我
々
は
、
か
つ
て
「
全
国
患
者
、

家
族
簒
＝
」
成
功
へ
の
一
大
要
因
と

な
っ
た
ア
ピ
ー
ル
提
案
者
と
し
て
の

誇
哨
を
も
っ
て
い
る
。

　

財
政
再
健
と
エ
ネ
ル
ギ
よ

中
、
医
寮
と
福
祉
の
切
捨
て
、
公
費

情

　

交

　

医
。一流馨。

へ九会に制
の七は迫度
共六開っの
通年かて大
のにれき改
認そるて悪
識゛のいが

　

己ｒ６現逼
たあと実

保よるき化
すう

　

゜｀し
るに

　

本｀

こ
と
に
よ
っ
て
、
再
度
「
全
国
思
者

会

　

熟
で既し妾
¬に７更
，全い7z零P1友

医は

　

提
療十
関二

　

李

係月

　

べ
者九
全日

　

畠

国の

　

勢
集大

　

は

会
」
を
よ
び
か
け
て
い
る
。

　

第
二
回
全
国
患
者
、
家
族
簒
苓

開
催
す
べ
き
機
は
熟
し
て
い
る
／
。

新
七
ヵ
年
計
画
修
正

　

八
月
に
政
府
承
認
の
「
新
経
済
七

ヵ
年
計
画
」
を
、
半
年
間
の
原
油
価

格
や
卸
売
物
急
騰
な
ど
の
経
済
変
化

で
計
画
を
見
直
し
一
部
修
正
し
ま
し

た
。

　

修
正
は
、
①
成
長
率
を
五
・
七
％

か
ら
五
・
五
％
に
、
②
一
般
消
費
税

は
国
民
の
強
い
反
対
で
、
再
検
討
す

る
こ
と
に
し
、
形
を
か
え
た
巧
妙
な

や
り
方
に
や
る
増
税
や
公
共
料
金
、

社
会
保
障
の
国
民
負
担
の
大
幅
増
額

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
月

　

▲
十
四
日
厚
相
健
保
改
正

を
成
立
さ
せ
、
参
入
医
療
な
ど
に

取
組
み
た
い
と
記
者
発
表
。

　

▲
十
四
日
福
祉
三
団
体
（
全

国
保
育
、
障
全
協
、
社
会
福
祉
労

組
）
厚
生
省
に
五
十
五
年
度
予

算
要
求
を
接
出
。

　

▲
十
八
日
労
災
審
労
災
保

戸Ｓ:･･心Ｅ=･伺茫::‥:忿な:･咄3y

　　

医療ニュース

Z.S

　

……………………………………………

　

:●:

　　　　　　

12月

もχ｡t芯･芯:･･だ吃５:z･･ＱｚＥz･･Ｑχｓ:s･.jj

険
で
建
議
し
た
。

　

▲
十
八
日
厚
生
省
医
薬
品

副
作
用
救
済
基
金
政
令
案
を
閣
議

で
了
承
を
得
た
。

　

▲
十
八
日
総
評
厚
生
年
金

の
六
十
五
歳
引
上
げ
反
対
声
明
。

　

▲
十
八
日
全
国
公
私
病
連
、

医
療
費
十
五
・
九
％
引
上
げ
を
大

会
で
決
議
。

▲
十
九
日
厚
生
省
五
十
三
一

年
度
の
社
会
医
療
調
査
を
ま
と
め

】
件
当
り
診
療
費
二
七
％
と
発

表
。

　

▲
二
十
一
日
九
十
一
通
常
国

会
共
済
年
金
五
法
（
支
給
開
始

年
齢
の
引
上
げ
等
）
を
可
決
。

　

▲
二
十
一
日
障
害
年
金
改
正

を
す
す
め
る
会
（
五
十
四
団
体
）

芽U士Ｕ

貪ｇ

　

たれlバ1咎
U

………

田ｸﾞｽﾞ

……

jj

核
予
防
法
改
悪
の
反
対
決
議
を
し

政
府
に
申
し
入
れ
た
。

　

▲
二
十
四
日
全
患
連
、
全
難

連
第
三
回
予
算
要
求
統
一
行
動
を

実
施
し
、
大
蔵
、
厚
生
、
労
働
省

に
申
し
入
れ
た

　

▲
二
十
四
日
公
衆
衛
生
審
結

核
医
療
改
悪
反
対
の
意
見
書
を
厚

生
大
臣
に
提
出
。

　

▲
二
十
四
日
全
思
連
、
全
難

連
共
同
で
竹
下
大
蔵
大
臣
に
面
会

予
算
要
求
を
申
し
入
れ
た
。



言
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略
啓
甚
だ
突
然
恐
縮
に
存
じ
ま

す
。

　

一
九
七
八
年
五
月
、
貴
障
ｗ
俘
金

改
正
を
す
す
め
る
会
発
行
の
「
障
害

年
金
の
改
正
運
動
報
告
書
」
を
入
手

し
ま
し
た
が
、
そ
の
ご
の
出
版
物
、

資
料
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
Ｉ
報

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
坦
返
し

注
文
致
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

此
処
、
私
の
方
も
「
全
国
肝
炎
の

会
」
鹿
児
島
支
部
結
成
、
近
日
中
に

準
備
し
、
設
立
総
会
を
計
画
致
し
て

肝
炎
の
会
を
鹿
児
島
に

つ
く
り
た
い

　

鹿
児
島
市

　

高

　

崎

拓
り
ま
す
。
私
の
身
体
上
の
都
合
で

一
月
発
足
予
定
が
二
月
に
変
更
し
す

す
め
て
居
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
患
者
た
ち
の
た
め
に
、

支
部
を
通
じ
「
厚
生
省
」
、
「
全
患

連
」
、
「
全
難
連
」
、
「
肝
炎
の
会

本
部
」
と
の
接
渉
の
た
め
に
、
凡
の

内
、
身
体
の
状
態
を
見
て
上
京
す
る

予
定
で
す
。

　

其
の
節
咳
「
全
患
連
」
に
も
お

伺
い
致
す
つ
も
り
で
す
。
今
娠
こ
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

　
　

（
お
返
事
）

　

拝
復
、
障
｀
量
金
改
正
運
動
の
報

告
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
資
料
と
い
う
事
で
す
が

昨
年
九
月
に
開
か
れ
た
障
害
年
金
改

正
を
す
す
め
る
会
、
各
団
体
代
表
者

会
議
で
決
議
さ
れ
た
「
決
議
案
」
を

一
冊
送
り
ま
す
。

　

肝
炎
の
会
が
、
鹿
児
島
に
つ
く
ら

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
役
立
て
ぱ
と
思
い

ま
す
。

全国患者団体連絡協議会加盟組織

典

　

雄

　

高
崎
典
雄
さ
ん
を
中
心
に
し
た
役

員
の
皆
さ
ん
の
組
織
づ
く
り
の
熱
意

に
感
謝
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ん
方
の

お
身
体
を
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
心
か

ら
念
じ
て
い
ま
す
。

　

上
京
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

　

な
お
、
高
崎
さ
ん
か
ら
「
私
の
闘

病
記
」
、
地
元
新
聞
掲
載
が
同
封
し

て
あ
り
ま
し
た
。

　

闘
病
記
に
は
、
肝
硬
変
の
宜
言
に

シ
；
ク
、
退
院
遮
逞
し
再
発
、

医
師
信
頼
が
回
復
に
一
役
な
ど
。

く互療会）

〒105厖区西新橋3-15-ia原色版印刷内

　　　

會0 3 (433) 16 4 1

《全国交通労働災吝対策協議会》

〒171豊剛Ｚ西池袋１－４－５

　　　

會０３ 082) 7 3 6 1

く全国腎臓痍愚者連絡協議齢

〒161新宿区下落合3－15－29田沼ビル（第二）

　　　

會0 3 (952) 5 3 4 0

〈全国心臓病の子4共を守る会〉

〒101千代田区神田北乗物町17北乗ピル

　　　

曾０３ (256) 8 4 2 4

唾国ハンセン氏病愚者協議会》

〒189東村山市青葉町４－ｌ一拍

　　　

･0423 (94) 15 7 1

〈全国職業性有害初障害愚者協議会〉

〒171豊島区西池袋3－17－18漬宮荘８号

　　　

曹０３（９８６）5938

〈日本愚者同盟》

〒180-04 m瀬市松山2－13一12

　　　

會fl424(91) 0 0 5 8

〈嶮性一叢化炭素中毒愚者会》

　

〒151渋谷区千駄ヶ谷１一31-5代々木病睨内

　　　

≪O493 (24) 1 2 93板藤宛
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ご
購
読
の
お
ね
が
い

　

本
誌
は
、
全
国
忠
者
団
体
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
協
議
会
（
略
称
・
全
患
申
込
先
〒
一
八
〇
－
○
四

連
）
の
機
関
誌
で
す
。

　
　
　

東
京
都
清
瀬
市
松
山

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
患

　
　

一
丁
一
三
－
一
二
本

者
や
家
族
、
一
般
の
方
々
に

　
　

誌
編
集
委
員
会
ま
で

ぜ
ひ
購
読
を
お
す
す
め
く
だ
購
読
料
六
万
月
六
六
〇
円
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患者運動

　　

勁草書房刊

定価1,200円〒160円
長

　　

宏

　

著

世界でもめずらしい、といわれる｢患者運動｣

が、なぜ日本だけに発生したのか。

人権意識をもって立ち上った患者運動の現状

と課題を明らかにしています。必読の書。

お申込み現金(切手も可)でお申込み下さい、

全国患者団体連絡協議会東京都清瀬市松山2-13-12
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